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研究成果の概要（和文）：日本における職業異類結合（異なる職業に従事する者同士のつながり）の実態を調べ
た結果，４つのパターンが抽出された．とくに，職業異類結合と関連するパターンには，パターン１「職業異
類，年齢異類，ジェンダー同類，学歴同類」と，パターン４「職業異類，ジェンダー同類，年齢同類，学歴同
類」パターンが観察された．次に，各パターンへの所属確率を従属変数とする分析を行った結果，パターン１へ
の所属確率が高かったのは，２者が出身校を共有しない場合と２者が居住地を共有する場合であった．他方，パ
ターン４への所属確率が高かったのは，２者が出身校を共有する場合と２者が居住地を共有しない場合であっ
た．

研究成果の概要（英文）：This study examined the description and factors of occupational heterophily 
based on multidimensional attributes of social networks, using statistical analyses. The results are
 as follows. First, patterns associated with occupational heterophily were observed in Pattern 1 "
occupational heterophily, age heterophily, gender homophily, and education homophily" and Pattern 4
 "occupational heterophily, gender homophily, age homophily, and education homophily". Second, the 
probability of belonging to Pattern 1 was high when dyads did not share the same school or when 
dyads shared the same place of residence. Finally, the probability of belonging to Pattern 4 was 
higher when dyads shared the same school or when dyads did not share the same place of residence.

研究分野： 社会学

キーワード： 社会ネットワーク　職業異類結合　社会階層間の統合可能性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究では，職業１次元の同類結合（同じ職業に従事者する者同士のつながり）や異類結合（異なる職業に従
事者する者同士のつながり）しか検討されてこなかった．それゆえ，職業従事者間（とくに，社会階層間）の社
会関係に関する分断が強調されてきた．しかしながら，本稿の知見から，２つの異なる職業異類結合パターンが
発見された．とくに，これらのパターンは，居住地を通じた経路と出身校を通じた経路に，分化していた．も
し，職業異類結合が社会階層間の統合に関する一側面を表しうるのであれば，本稿は，日本社会における社会階
層の統合可能性を先行研究（学術的意義）のみならず，社会（社会的意義）にも示したと言えよう．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
異なる職業に従事する者同士の社会関係（以下，職業の異類結合と呼ぶ）を基盤とした社会統

合は，社会学において，古くから注目されてきた．Durkheim（1893）の社会変動論によると，近
代化により社会的分業が進むと，同質な役割を果たす社会成員による機械的連帯から，異質な役
割を果たす社会成員間での相互依存による有機的連帯へと社会関係が変容する．ところが，職業
の専門化・多様化が高度に進展した現代社会では，経済的な生産・効率は上昇した一方で，
Durkheim の主張する社会統合よりもむしろ，社会関係の分断・減少（Putnam 2000）やそれに伴
う社会的格差（稲葉 2011）・社会的排除（阿部 2007）が社会問題になっている．実際，日本の
中高年における職業結合の実態を検討した研究（Takikawa & Parigi 2017）は，Lin（2001）の社会
関係資本をなすポジション・ジェネレーター法（多様な職業に従事する社会ネットワークの有無
を測定した質問項目）を用いて，Girvan-Newman 法により，職業威信の高い職業従事者と職業威
信の低い職業従事者間の社会分断（職業威信に基づく同類結合）が存在することを示している． 
ところが，先行研究には，２つの限界がある．第１は，職業などの 1 次元の属性に関する同類

／異類結合しか実証されていない点である．社会ネットワークの形成には，同類原理が強く働く
（McPherson et al. 2001）ことを踏まえると，職業の異類結合は，別の諸属性の同類結合から形成
されうる．第２は，多次元属性からなる社会関係のパターンの解明方法に到達できていない点で
ある．二者関係の多次元属性に関する同類／異類結合のパターンとその要因は，有限混合離散分
布モデルによって，明らかにできる． 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえて，本研究では，社会ネットワークの多次元属性に着目して，ポジション・

ジェネレーター法に基づく標本調査を独自に実施して，そのデータを分析することで，日本にお
ける職業異類結合に関する①実態と②その要因の解明をめざす． 
 
 
３．研究の方法 
(1) 調査の概要 
本調査では，日本人の職業異類結合を的確に捉えるべく，調査対象者の居住地ごとの職業構成

比を踏まえて，複数の調査地点を選定する．そのために，2020 年の国勢調査データにおける職
業大分類別人口構成比をもとに，国内の全市区町村を５層に分類した．念のため，各層と人口規
模との関係を調べた結果，両者には，非常に強い相関関係が観察された．ゆえに，市区町村レベ
ルのサンプリングでは，人口規模５層を使うことに決めた．各層から６つの市区町村を単純無作
為抽出した上で，抽出された各市区町村の住民を対象に，住民基本台帳に基づき，38 名の調査
対象者を系統無作為抽出法から選んだ．以上の 1,140 名を対象に，2023 年の夏に，郵送調査を実
施した（回収率 30.4%）．なお，本調査の実施に先立ち，研究代表者の所属大学における研究倫
理審査委員会から調査の実施許可を得た． 

 
(2) 分析モデル 
職業異類結合に関する実態の分析には，有限混合離散分布モデルを採用する．この分析によっ

て，複数の結合パターンを抽出したのちに，各パターンへの所属確率（事後確率分布）を従属変
数する回帰分析を実行することで，結合パターンの要因を明らかにする． 

 
(3) 分析に利用する変数 
有限混合離散分布モデルの従属変数は，２者間（調査対象者－交友関係にある特定の職業従事

者間）の属性類似度である．それを測定するために，まずは，調査対象者に対して，友人知人（家
族・親せき以外）のうち，10 の職業（大学教授，弁護士，看護師，コンピュータープログラマ
ー，中学校教員，人事担当者，農業従事者，美容師・理容師，受付係，警察官）に現在就いてい
る人の有無を，それぞれ回答してもらった．続く質問では，友人知人である各職業従事者（友人
知人をもつ場合）のジェンダー・年齢・学歴などを測定した．これらの項目をもとに，２者間の
年齢・ジェンダー・学歴・職業の類似度変数を作成した．各変数の値は，ジェンダーのみ同類／
異類の２カテゴリーであり，その他の３変数については，類似度別に４カテゴリーを採用した． 
回帰分析の独立変数は，次の２種類である．第１は，友人知人である各職業従事者とのメンバ

ーシップ・空間の共有，すなわち，social foci（Feld 1981; 1982）や関係基盤（Misumi 2008）であ
る．この変数の測定には，ネットワークの形成において重要な役割を果たす，「出身校の共有有
無」，「居住地の共有有無」，「職場の共有有無」を用いた．第２は，友人知人である各職業従事者
との地理的近接性である．この変数は，２者の居住地間の距離（所要時間）から測定した． 
回帰分析の統制変数は，調査対象者の①ジェンダー・②年齢・③教育年数・職業カテゴリー（④

専門管理職，⑤事務販売職，⑥マニュアル・ノンマニュアル職，基準：その他）・⑦居住年数・



⑧都道府県外への引越し回数・⑨１日平均の非親族との接触人数である． 
 
 
４．研究成果 
(1) 従属変数の分布 
調査対象者（N=336）の友人知人である各職業従事者の割合は，大学教授 13%，弁護士 10%，

看護師 51%，コンピュータープログラマー13%，中学校教員 23%，人事担当者 16%，農業従事者
40%，美容師・理容師 44%，受付係 11%，警察官 24%であった．このように，調査対象者のレベ
ルでは，日常生活において接触する可能性の高い職業従事者（看護師，農業従事者，美容師・理
容師）とのネットワークが多かった． 
本研究では，２者間関係に関心があるので，友人知人の立場（N=807）から各職業従事者の割

合を確認した結果，大学教授 6%，弁護士 4%，看護師 21%，コンピュータープログラマー5%，
中学校教員 9%，人事担当者 7%，農業従事者 16%，美容師・理容師 18%，受付係 4%，警察官
10%であった．これらの比率の方が，調査対象者レベルの当該比率よりも，国内の職業構成比率
に近かった． 
 
(2) 結合パターンの実態に関する分析 
次に，職業異類結合に関するパターンの実態を調べるために，結合相手の職業以外の諸属性

（ジェンダー，年齢，学歴）の類似度（同類／異類）に着目して，有限混合離散分布モデルから
分析した．この分析では，最良のモデル（何個のパターン数が適切なのか）を調べるために，パ
ターンの数を１から５まで変化させて，各モデルを比較した．その結果，情報量基準（AIC，BIC，
ABIC）の観点からも，各パターンへの平均所属確率の観点からも，４パターンが最も当てはま
りの良いモデルであった．ゆえに，以下の分析では，４パターンモデルを採用する． 
各パターンは，以下の通りである． 

・パターン１（18%）：職業異類，年齢異類，ジェンダー同類，学歴同類 
・パターン２（65%）：職業同類，ジェンダー同類，学歴同類，年齢は同類／異類が混在 
・パターン３（5%）：職業同類／異類が混在，年齢異類，ジェンダー同類，学歴同類 
・パターン４（12%）：職業異類，ジェンダー同類，年齢同類，学歴同類 
全パターンに共通する特徴としては，ジェンダーと学歴の同類結合が観察された．他方，職業異
類結合が観察されたパターンは，①年齢異類結合が存在するものと，②年齢同類結合が存在する
ものに二分していた． 
 
(3) 結合パターンの要因に関する分析 
・パターン１への所属確率を従属変数とする回帰分析 
分析の結果，①２者が出身校を共有しない方が，②２者が居住地を共有する方が，このパター

ンに所属しやすかった．他方，職場の共有有無と地理的近接性は，統計的に有意ではなかった． 
・パターン２への所属確率を従属変数とする回帰分析 
分析の結果，①２者が居住地を共有する方が，このパターンに所属しやすかった．他方，出身

校の共有有無，職場の共有有無，地理的近接性は，統計的に有意ではなかった． 
・パターン３への所属確率を従属変数とする回帰分析 
分析の結果，①２者が居住地を共有しない方が，このパターンに所属しやすかった．他方，出

身校の共有有無，職場の共有有無，地理的近接性は，統計的に有意ではなかった． 
・パターン４への所属確率を従属変数とする回帰分析 
分析の結果，①２者が出身校を共有する方が，②２者が居住地を共有しない方が，このパター

ンに所属しやすかった．他方，職場の共有有無と地理的近接性は，統計的に有意ではなかった． 
 
(4) 本稿の主要検討課題に関する知見の整理と本稿の意義 
まずは，職業異類結合の実態に関する知見である．２者間のジェンダー・年齢・学歴・職業に

関する同類／異類結合パターンを検討した結果，４つの異なるパターンが発見された．全てのパ
ターンにおいて，ジェンダーと学歴の同類結合が観察された．その一方で，職業異類結合が観察
されたパターンは，①年齢異類結合が存在するパターン（パターン１）と，②年齢同類結合が存
在するパターン（パターン４）に，二分していた． 
次に，パターン１とパターン４の要因に関する知見を述べる．パターン１（職業と年齢の異類

結合，ジェンダーと学歴の同類結合）への所属確率が高かったのは，①２者が出身校を共有しな
い場合と，②２者が居住地を共有する場合であった．すなわち，居住地という場の共有（近隣関
係）が，異なる年齢の同性・同学歴の職業異類結合と密接な関連をもつ．そのような人々のつな
がりは，出身校では得られない（２者間で，ほぼ同じ年齢を共有しているため）．他方，パター
ン４（職業の異類結合，ジェンダー・年齢・学歴の同類結合）への所属確率が高かったのは，①
２者が出身校を共有する場合と，②２者が居住地を共有しない場合であった．すなわち，出身校
という場の共有（同級生を中心に，先輩・後輩）が，同年代・同性・同学歴の職業異類結合と密
接な関連をもつ．そのような人々のつながりは，居住地では得られない．これら２パターンの職
業異類結合の要因に関する知見は，居住地が優勢の場合と出身校が優勢の場合で，対照的である．
このように，職業異類結合が形成されうる相手（他者）は，①「居住地を基盤」とした異なる年



齢の同性・同学歴の他者と，②「出身校を基盤」とした同年代・同性・同学歴の他者という，「異
なる人々」であった．以上の知見は，居住地（近隣）を通じた職業異類結合の方途と，出身校（学
校）を通じた職業異類結合の方途の２つを，先行研究に付与するものである． 
本稿の知見は，管見の限り，世界で初めて明らかになった点である．従来の研究では，職業１

次元の同類／異類結合しか検討されてこなかった．それゆえ，職業従事者間（とくに，社会階層
間）の社会関係に関する分断が強調されてきた．しかしながら，本稿の知見から，２つの異なる
職業異類結合パターンが発見された．とくに，これらのパターンは，居住地を通じた経路と，出
身校を通じた経路に，分化していた．これらの点は，社会ネットワークの多次元属性を検討する
ことで，初めて明らかになった点である．もし，職業異類結合が社会階層間の統合に関する一側
面を表しうるのであれば，本稿は，日本社会における社会階層の統合可能性を先行研究（学術的
意義）のみならず，社会（社会的意義）にも示したと言えよう．今後は，本研究で得られたより
頑健な知見を学術誌に投稿する． 
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